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【いじめ相談】  

鈴木一成（教頭）・久保谷博（教頭）・菊池秀憲（生徒指導主事）・安西太一 

蝦原拓弥・皆川匠・杉森弘美（養護教諭）・太田成美（養護教諭） 

  【セクハラ相談】 

鈴木一成（教頭）・久保谷博（教頭）・岡本里美・賀集瑞帆・宇佐見陽子 

杉森弘美（養護教諭）・太田成美（養護教諭） 
 

 

  卒業を明日にひかえ 
 

印西市立木刈中学校長  泉水 真由美  

 

 ３年生の皆さん。いよいよ明日、卒業式を迎えます。この木刈中学校は、皆さんにとってどのようなも

のだったでしょうか。楽しみながらも何事にも一生懸命に取り組み、仲間との切磋琢磨し、素直で協力し

合える学年であったと思います。そのような皆さんだからこそ、『多くのことを学んだ自分』『頑張った自

分』『やり抜いた自分』『心身ともにたくさん成長した自分』など、いろいろな『自分』があるのではない

でしょうか。『自分』に自信をもってこの木刈中学校を卒業していってほしいと思います。日本人は、自分

に自信を持てる人が他国の人と比べ少ないと言われています。うまくいかないことがあると、人は自信を

失ってしまいがちです。しかし、人は失敗しても、乗り越える力を持っています。この３年間で得たもの

を糧に、次のステップへと踏みだし、さらに成長してください。努力することを常とし、人への思いやり

がある皆さんだからこそ、これからの成長が楽しみです。 

 １・２年生の皆さん。卒業式に参列するのは、皆さんの代表の生徒会本部役員のみですが、ぜひ、１年

後、２年後にこの木刈中学校を巣立っていく自分の姿を想像してみてください。どのような気持ちを抱き

ながら、どのような姿で卒業式を迎えたいのでしょうか。その姿を目指して、これからの生活を過ごして

ください。目指すものをしっかりと持っていると、意識が変わり、行動が変わ

り、より大きく成長していきます。 

 ３年生の保護者の皆様には、この３年間本校の教育活動にご理解・ご協力を

賜りまして、誠にありがとうございました。今後とも、この木刈中学校を温か

く見守り、ご協力願えると助かります。 

 


